
補助金交付申請書等の提出について

１．採択額について

提出のあった補助金交付要望書（以下「要望書」という。）を審査の結果，採択額としてい

ます。

２．補助金交付申請書の提出について

採択された申請団体（「以下，「採択団体」という。）におかれましては，採択額の範囲内で，

事業内容，経費配分等の見直しが必要な場合は，文化庁に相談の上で，補助金交付申請書（以

下「申請書」という。）を作成し，都道府県に提出願います（提出期限は，当該都道府県の指

示に従ってください。）。

また，申請書の記入等にあたっては，以下の点に留意してください。

（１）申請書様式については，送付した様式データ（様式１，２，３）を使用してください。今

後，以下の文化庁ホームページからダウンロードすることも可能となります。

URL：http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/joseishien/chiiki_kasseika/h30_sogokatsuyo/

（２）文化庁に提出された申請書に基づき内容確認・審査の上，交付決定を行いますが，補助金

交付要望書に記載のなかった新たな事業及び経費を申請書に盛り込むことはできません。

（３）交付申請書において，採択条件に基づかない事業内容の大幅な変更がされている場合は，

交付決定できないこともありますので，御注意願います。大幅な変更に当たるかどうか不

明な場合は，事前に文化庁に御相談ください。

（４）募集案内のＰ２１，２２の内容について再度熟読の上，補助対象外経費や単価上限額を超

えて経費を計上しないようにしてください。また，調査事業等により作成する報告書につい

ては，３００部を上限（ただし，パンフレット等は上限はありませんが，配布先リストを提

出すること（様式自由））とします。

（５）事業着手日は，平成３０年１０月１日以降とします。着手日前に要した経費は補助対象と

はなりません。また，着手日以降であっても，補助対象外経費や単価上限額を超えて支出し

た経費は，補助対象とはなりません。

（６）事業完了日は，実際の事業完了日を記載して下さい。事業が３月３１日以前に完了してい

るにもかかわらず３月３１日を完了日とすることはできません。

（７）申請書の添付書類については，募集案内を参照の上，改めて要望書作成時と同様の必要書

類を添付してください。なお，必要書類が提出されない場合は，補助対象外経費となる場合

や，交付決定できない場合がありますので，御注意願います。

３．実施計画書の再提出について

採択条件等に基づき，実施計画を見直し，改めて提出ください。ただし，当初実施計画に記

載されていない新たな事業を実施計画に盛り込むことはできません。

４．採択結果について

次の評価の視点等に基づき，審査の上，本事業の趣旨・目的に沿っていない事業，地域色の薄

い取組，他の補助事業の対象となる事業等を補助対象外とし，採択を決定いたしました。



（評価の視点：募集案内Ｐ２３参照）

◆ 実施計画について

・ 『「歴史文化基本構想」策定技術指針』に即していること。

・ 適切な実施体制が組織されていること（首長部局や関係部局の責任ある者の参加や，特

に地域住民の参加手段が用意されていること）。

・ 実施計画期間終了後に文化財保存活用地域計画に基づいた取組が見込め，その効果の示

し方について具体的に考えが示されていること。

◆ 補助事業について

・ 実施計画の趣旨に沿った実現性の高い事業内容となっていること。

・ 実施計画の目的を達成するための過不足がない取組内容となっていること。

・ 経費の積算内容が適切であること。

・ 事業の実施において，文化財の保存に影響を及ぼす取組が含まれていないこと。

以 上


